
自
由
な
立
場
で
、
自
分
の
関
心
事
、
得
意

項
目
に
つ
い
て
会
員
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
（
約

一
時
間
）
し
、
質
疑
応
答
し
、
相
互
研
鑚
す

る
サ
ー
ク
ル
「
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
」
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
会
場
は
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ

ー
、
月
一
回
第
三
土
曜
日
開
催
、
会
員
は
約

二
十
名
で
こ
れ
以
上
増
や
す
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。一
日
に
二
名
が
ス
ピ
ー
カ
ー
を
担
当
、

別
の
一
名
が
司
会
を
担
当
し
ま
す
。
会
員
は

定
年
退
職
者
や
現
役
会
社
員
、
元
経
営
者
な

ど
多
様
で
、
異
業
種
交
流
会
の
よ
う
な
側
面

も
あ
り
ま
す
。

円
高
・
円
安
問
題
、
環
境
保
護
と
我
々
市

民
の
行
動
・
行
政
へ
の
働
き
か
け
、
平
城
京

の
歴
史
、東
大
寺
二
月
堂
の
お
水
取
の
由
来
、

中
国
経
済
の
発
展
と
日
本
と
の
関
係
、
中
国

文
学
、
日
本
の
古
典
文
学
、
海
外
旅
行
見
聞

な
ど
…
…
テ
ー
マ
は
ス
ピ
ー
カ
ー
の
自
由
で

す
。
一
ヶ
月
に
二
テ
ー
マ
で
約
五
年
継
続
開

催
し
て
い
ま
す
。
相
互
に
“
雑
学
”
と
し
て

吸
収
、
取
捨
選
択
し
て
い
ま
す
。
人
前
で
話

す
の
は
苦
手
と
い
う
方
も
、
何
回
か
経
験
し

て
、
今
で
は
そ
ん
な
そ
ぶ
り
は
ま
っ
た
く
見

ら
れ
ず
う
ま
く
話
す
方
も
い
ま
す
。
四
十
歳

代
後
半
か
ら
七
十
歳
代
前
半
ま
で
年
齢
層
も

幅
広
く
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
発

表
に
吸
収
に
努
め
て
い
ま
す
。（
私
は
六
十

自
由
研
究
発
表
の
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
て
い
ま
す

梅
友
会
　
奈
良
県
支
部

平
成
十
四
年
通
信
法
卒

池
　
田
　
一
　
四

五
歳
）
昼
食
時
が
ま
た
ス
ピ
ー
チ
の
話
で
盛

り
上
が
り
本
当
に
充
実
し
た
第
三
土
曜
日
で

す
。
近
大
梅
友
会
メ
ン
バ
ー
も
二
人
参
加
し

て
い
ま
す
。
司
会
役
か
ス
ピ
ー
チ
役
か
で
半

年
に
一
回
は
回
っ
て
き
ま
す
。
会
場
予
約
か

ら
す
べ
て
を
経
験
し
ま
す
。

発
表
す
る
に
は
そ
の
た
め
の
準
備
に
ず
い

ぶ
ん
苦
労
し
ま
す
。
人
前
で
約
一
時
間
話
す

に
は
そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要
で
、
質
疑
応

答
も
含
め
る
と
な
か
な
か
大
変
で
す
。
ス
ピ

ー
カ
ー
が
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
一
杯
あ
り

ま
す
が
、
お
互
い
が
意
見
を
出
し
合
い
、
助

け
合
う
場
面
も
ご
く
自
然
に
で
き
て
い
ま

す
。
恐
怖
心
を
抱
か
ず
に
自
分
を
表
現
し
、

考
え
方
を
取
捨
選
択
し
て
、
自
己
啓
発
に
な

り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う

一
員
と
し
て
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

連
休
前
の
四
月
二
五
、
二
六
日
秋
田
の
角

館
、
青
森
の
弘
前
城
趾
の
桜
の
名
所
を
観
覧

す
る
旅
行
に
行
っ
た
。
寒
冷
前
線
の
影
響
を

受
け
て
、
角
館
の
桜
の
蕾
も
凍
え
て
い
る
よ

う
に
固
く
な
っ
て
い
た
。

翌
日
ホ
テ
ル
を
出
て
十
和
田
湖
の
遊
覧
船

に
乗
っ
て
湖
上
巡
り
を
楽
し
ん
だ
。
ウ
イ
ー

ク
デ
ー
で
あ
る
の
と
、
さ
く
ら
の
開
花
が
遅

れ
て
い
る
の
で
、
乗
船
場
は
、
観
光
客
も
疎

奥
入
瀬
の
さ
ざ
れ
石

幹
事町

　
田
　
隆
　
雄

ら
で
閑
散
と
し
て
い
た
。

続
い
て
雪
の
未
だ
残
る
奥
入
瀬
川
、
大
小

の
滝
、
女
性
の
盗
賊
が
出
て
旅
人
を
誘
い
込

み
油
断
さ
せ
て
、
旅
人
を
殺
害
し
金
品
を
奪

っ
た
と
い
う
ほ
こ
ら
の
跡
を
観
た
り
川
原
を

散
策
し
た
。
川
原
に
は
、
五
色
の
さ
ざ
れ
石

が
河
原
一
杯
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
手

を
河
原
に
浸
け
る
と
奥
入
瀬
の
水
は
冷
た

い
。私

は
、
此
の
細
石
を
須
磨
寺
に
あ
る
お
墓

に
持
っ
て
帰
り
、
お
墓
の
前
に
敷
き
詰
め
て

あ
る
細
石
に
加
え
た
ら
、
今
は
、
亡
き
父
母
、

妻
が
、
ご
先
祖
様
が
喜
ん
で
く
れ
そ
う
な
気

が
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
入
れ
て
六
個
程

持
ち
帰
り
先
祖
代
々
の
墓
石
の
前
に
並
べ

た
。そ

の
時
は
単
純
に
深
く
考
え
ず
に
持
ち
運

ん
だ
が
、
今
に
な
る
と
持
ち
帰
っ
た
石
の
仲

間
は
、
当
事
者
で
あ
る
小
石
は
寂
し
い
思
い

を
し
て
い
な
い
か
、
多
分
天
然
記
念
物
で
あ

る
奥
入
瀬
の
石
は
、
水
芭
蕉
、
苔
、
と
同
じ

く
持
ち
帰
る
の
は
良
く
な
い
こ
と
で
は
な
い

か
？
法
的
な
こ
と
よ
り
石
の
気
持
ち
が
、
ご

先
祖
の
気
持
ち
が
気
に
な
る
。

バ
ス
は
、
八
甲
田
連
峰
を
経
由
弘
前
に
向

っ
た
が
、
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
さ
な
が
ら
の
雪

の
衝
立
の
中
を
走
る
よ
う
な
景
観
は
、
神
戸

に
居
た
ら
観
る
こ
と
の
出
来
な
い
景
観
で
あ

っ
た
。
弘
前
城
趾
の
桜
は
、
ま
だ
堅
い
蕾
が

多
か
っ
た
が
、
秋
田
、
青
森
の
豪
雪
の
面
影

に
は
、
ツ
ア
ー
一
行
は
満
足
し
た
。
花
見
は
、

雪
見
に
成
っ
た
商
店
会
の
旅
行
で
あ
る
。

（
校
友
会
幹
事
　
当
時
神
戸
市
議
会
副
議

長
浜
崎
為
司
夫
人
、
女
性
秘
書
の
二
人
が
ツ

ア
ー
に
参
加
さ
れ
、
定
員
不
足
を
免
れ
た
の

は
、
幸
運
で
あ
っ
た
。）

母
校
の
益
々
の
御
隆
盛
を
大
慶
に
存
じ
上

げ
ま
す
。

私
も
今
年
で
傘
寿
を
超
え
ま
し
た
が
、
元

気
に
社
会
保
険
労
務
士
業
を
営
ん
で
お
り
ま

す
。思

え
ば
、
拾
余
年
に
亘
り
母
校
の
短
期
大

学
で
労
務
管
理
論
の
教
鞭
を
と
り
、
卒
業
生

に
も
お
逢
い
す
る
こ
と
が
稀
に
あ
り
お
話
が

出
来
て
、
と
て
も
楽
し
い
人
生
を
お
く
ら
せ

て
頂
い
て
お
り
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。

又
、
長
男
も
商
経
学
部
の
卒
業
生
で
、
そ

の
後
故
池
上
教
授
の
ご
媒
酌
で
孫
が
誕
生
す

る
等
と
幸
福
で
す
。

俳
句
の
部

冬
支
度
　
整
え
半
ば
　
妻
は
逝
く

初
雪
と
　
思
え
ぬ
深
き
　
杖
の
先

藻
の
花
を
　
割
っ
て
釣
り
船
　
糸
垂
れ
る

天
高
し
　
湯
煙
り
登
る
　
旅
の
宿

川
柳
の
部

長
寿
法
　
問
わ
れ
て
矢
張
り
　
酒
と
恋

改
革
と
　
唱
え
る
度
に
　
路
線
変
え

日
本
の
　
魂
抜
け
た
　
終
戦
日

傘
寿
超
え
　
今
も
居
酒
屋
　
梯
子
酒

近
況
の
お
知
ら
せ

二
十
六
年
大
専
卒

二
十
八
年
法
学
部
二
卒

常
任
幹
事

木
　
内
　
廣
　
行
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墨
悲
絲
染,
詩
讃
羔
羊

ぼ
く
は
い
と
の
そ
ま
る
を
か
な
し
み,
し

は
ひ
つ
じ
を
さ
ん
す

墨

は
糸
を
染
め
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

て
、
人
の
心
も
悪
に
染
ま
り
や
す
い
こ
と
を

法
Ｓ
六
十
四
卒
商
経
Ｈ
三
卒

大
　
出
　
　
實

う
れ
え
た
。
詩
経
は
、
周
の
文
王
の
治
世
官

吏
も
質
素
な
小
羊
の
皮
ご
ろ
も
を
着
た
と
讃

え
た
。

松
林
十
里
爽
風
多
し
、

大
小
の
磯
岩
青
き
こ
と
螺
に
似
た
り
。

網
を
曝
す
白
沙
漁
老
在
り
、

重
ね
て
遊
び
耳
に
慣
る
竹
技
の
歌
。

秋
宵
坐
月

啾
啾
聴
蛬
暫
憑
欄

惹
起
郷
愁
憶
舊
歓

又
老
逢
秋
名
月
夕

碧
天
不
絶
雁
聲
寒

啾
啾
蛬
を
聴
い
て
暫
く
欄
に
憑
る
、

惹
き
起
こ
す
郷
愁
舊
歓
を
憶
う
。

又
老
い
秋
に
逢
う
明
月
の
夕
、

碧
天
絶
え
ず
雁
聲
寒
し
。

穂
高
連
峰

焼
岳
も
隠
し
て
深
き
夏
の
霧

雪
渓
や
穂
高
連
峰
目
の
前
に

透
き
と
ほ
る
雪
解
の
水
や
梓
川

柳
絮
舞
ふ
穂
高
連
峰
見
え
隠
れ

雲
雀
の
巣
蕎
麦
の
根
元
に
雛
孵
る

西
瓜
畑
七
つ
実
の
つ
き
賑
や
か
に

色
浅
し
雨
待
ち
て
を
り
額
の
花

風
に
揺
る
蕾
爆
ぜ
さ
う
白
桔
梗

流
灯
の
街
騒
抜
け
て
来
た
り
け
り

砂
浜
の
波
の
際
ま
で
荒
布
干
す

う
し
ろ
よ
り
忍
び
来
る
茄
子
畑

盆
休
み
這
ひ
始
め
た
る
嬰
を
見
て

父
の
日
は
家
族
で
出
か
け
父
の
墓

虫
の
音
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
吟
行
会

コ
ス
モ
ス
揺
る
る
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
り

薫
風
や
人
影
の
無
き
杉
並
木

俳
　
　
句

岐
阜
県
支
部

井
　
澤
　
　
豊

俳
　
　
句

岐
阜
県
支
部

安
　
田
　
廣
　
子
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新
年
書
壞

春
風
七
十
又
三
年

改

峰
曉
色

私
誓
研
鑽
人
不
識

今
朝
詠
志
更
加
鞭

春
風
七
十
、
又
三
年
、

改

の
蓬
峰
曉
色
妍
な
り
。

私
に
誓
う
研
鑽
人
は
不
識
ず
、

今
朝
の
詠
志
は
更
に
鞭
を
加
う
。

漢
詩
四
題

相
談
役森

　
川
　
　
讓

梅
雨
待
霽

新
筍
穿
牆
竹
作
林

陰
雲
未
去
又
梅
霖

祈
晴
娘
在
聞
簷
滴

黙
黙
連
朝
屋
坐
深

新
筍
牆
を
穿
ち
竹
は
林
を
作
す
、

陰
雲
未
だ
去
ら
ず
又
梅
霖
。

晴
を
祈
る
娘
在
り
簷
滴
を
聞
き
、

黙
黙
と
し
て
連
朝
屋
坐
深
し
。

夏
日
海
村

松
林
十
里
爽
風
多

大
小
磯
岩
青
似
螺

曝
網
白
沙
漁
老
在

重
遊
慣
耳
竹
技
歌

ＫＵＤＯＳ



本
学
医
学
部
附
属
病
院
（
塩
崎
均
病
院

長
・
大
阪
狭
山
市
）
で
は
、
が
ん
の
早
期
発

見
に
有
効
な
最
先
端
医
療
機
器
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ

（Positron
Em
ission

Tom
ography

｜
陽

電
子
放
射
断
層
撮
影
装
置
）」
を
導
入
、
十

月
か
ら
検
査
・
診
断
を
始
め
た
。

開
始
当
初
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置
と
の
兼
用
）一
台
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
専
用
二
台
の
計
三
台
を
導
入
、
将
来

的
に
は
計
五
台
に
増
設
す
る
予
定
。
現
在
、

本
院
が
あ
る
大
阪
南
部
、
ま
た
和
歌
山
県
に

も
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
導
入
し
て
い
る
医
療
機
関
は
な

い
。附

属
病
院
で
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
特
定

機
能
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

「
高
度
先
端
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
構
想
」
を

計
画
。
そ
の
一
環
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
導
入
を
決

め
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
有
効
で
発
見
精
度
が
高
く
、
二
十
一

世
紀
に
お
け
る
最
先
端
医
療
の
画
像
診
断
方

法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
が
ん

診
断
・
治
療
に
不
可
欠
の
検
査
に
な
る
と
言

附
属
病
院

最
新
が
ん
検
査
Ｐ
Ｅ
Ｔ
導
入

〜
高
度
先
端
医
療
の
推
進
〜

関
西
の
私
立
大
学
病
院
、
大
阪
南
部
・

和
歌
山
の
医
療
機
関
で
も
未
入

わ
れ
て
い
る
。

塩
崎
病
院
長
は
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
導
入
で
、
が

ん
の
早
期
発
見
が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
、
治

癒
率
を
高
め
ら
れ
る
。
本
院
の
『
地
域
医
療

連
携
室
』
を
活
用
し
た
地
域
の
医
療
機
関
と

の
病
診
、
病
病
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
大

阪
府
南
部
・
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
口
一

〇
〇
万
人
エ
リ
ア
、
さ
ら
に
和
歌
山
県
な
ど

の
地
域
医
療
へ
貢
献
し
た
い
」
と
話
す
。
さ

ら
に
、「
総
合
大
学
と
し
て
学
際
的
な
研
究
・

教
育
の
展
開
を
図
る
た
め
、
薬
学
部
や
原
子

力
研
究
所
、
本
学
堺
病
院
（
大
阪
府
堺
市
）

お
よ
び
奈
良
病
院
（
奈
良
県
生
駒
市
）
と
の

連
携
に
よ
る
臨
床
教
育
・
研
究
・
診
療
を
推

進
。
現
在
Ｐ
Ｅ
Ｔ
診
断
に
用
い
ら
れ
て
い
る

薬
剤
｜
Ｆ
Ｄ
Ｇ
（
ブ
ド
ウ
糖
と
放
射
性
同
位

元
素
を
結
合
さ
せ
た
薬
剤
）
以
外
の
新
し
い

Ｐ
Ｅ
Ｔ
薬
剤
（
コ
リ
ン
、
メ
チ
オ
ニ
ン
、
ア

ミ
ノ
酸
な
ど
）
の
研
究
等
を
進
め
、
が
ん
の

診
断
の
み
な
ら
ず
脳
や
心
臓
な
ど
の
診
断
に

も
応
用
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
道
も
開
け
れ

ば
」
と
し
て
い
る
。

大
阪
市
内
を
中
心
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
専
門
の

施
設
が
で
き
て
い
る
が
、
附
属
病
院
で
は
治

療
と
一
貫
し
た
検
査
が
行
え
る
こ
と
に
利
点

が
あ
る
。
早
期
発
見
さ
れ
れ
ば
、
治
癒
率
は

格
段
に
上
が
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
企
業
の

健
康
保
険
組
合
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
受
診
費
の

負
担
等
、
奨
励
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
出
て

き
て
お
り
、
医
療
費
へ
の
抑
制
に
つ
な
が
る

と
い
う
見
方
も
強
く
な
っ
て
い
く
傾
向
で
あ

る
。■

Ｐ
Ｅ
Ｔ（Positron

Emission
Tomography：

陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
装
置
）

が
ん
細
胞
が
正
常
細
胞
と
比
較
し
て
、
多

く
の
ブ
ド
ウ
糖
を
細
胞
内
に
取
り
込
む
性
質

が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
ブ
ド
ウ
糖
が
よ
り

多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
が
全
身
の
ど
こ
に
あ
る

か
を
Ｐ
Ｅ
Ｔ
カ
メ
ラ
で
撮
影
・
画
像
化
、
が

ん
を
発
見
す
る
検
査
。一
cm
以
下
の
が
ん
を

発
見
す
る
に
は
、
現
在
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
も
っ
と
も

有
効
と
言
わ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
、
ブ
ド
ウ
糖
と
放
射
性
同

位
元
素
を
結
合
さ
せ
た
薬
剤
（
Ｆ
Ｄ
Ｇ
）
を

静
脈
注
射
し
、
薬
剤
が
全
身
に
代
謝
さ
れ
る

間
、
約
一
時
間
安
静
に
し
、
そ
の
後
、
Ｐ
Ｅ

Ｔ
カ
メ
ラ
で
全
身
を
約
二
、
三
十
分
間
撮
影

す
る
。
薬
剤
の
分
布
か
ら
が
ん
の
位
置
や
大

き
さ
、
進
行
具
合
な
ど
が
わ
か
る
。
検
査
時

間
は
受
付
か
ら
終
了
ま
で
約
二
時
間
半
。
薬

剤
は
施
設
内
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
で
合
成
、

製
造
す
る
。
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二
〇
〇
五
年
六
月
二
十
日

【
新
規
格
付
け
】
近
畿
大
学

発
行
体
格
付
け：

Ａ
Ａ
｜[

格
付
け
の
方
向

性：

安
定
的]

【
格
付
け
理
由
】

西
日
本
で
最
大
規
模
の
私
立
大
学
を
有
す

る
学
校
法
人
。
中
核
を
な
す
近
畿
大
学
の
ほ

か
、
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
各
校
、

研
究
所
や
実
験
場
な
ど
の
附
属
施
設
に
加

え
、
三
病
院
を
運
営
し
て
い
る
。
大
学
は
本

部
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
大
阪
府
を
中
心
に
六

つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
、
十
一
学
部
四
十

一
学
科
十
一
研
究
科
と
法
科
大
学
院
、
通
信

教
育
部
を
持
つ
。
大
学
院
を
合
わ
せ
た
学
生

数
は
約
三
万
一
千
人
に
の
ぼ
る
。

格付投資情報センター
（Ｒ＆Ｉ）から
〈ＡＡ-〉を取得

大
学
設
置
時
か
ら
総
合
大
学
を
目
指
し
て

積
極
投
資
を
展
開
し
た
た
め
、
一
九
九
二
年

度
末
時
点
で
総
負
債
比
率
が
四
十
％
に
達
す

る
な
ど
財
務
の
悪
化
が
進
ん
だ
。
一
九
九
九

年
に
世
耕
弘
昭
氏
が
理
事
長
に
就
任
し
方
針

を
転
換
、
有
利
子
負
債
を
早
期
に
返
済
す
る

と
と
も
に
、
学
部
・
附
属
校
単
位
の
財
政
的

独
立
を
求
め
た
。一
連
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

二
〇
〇
三
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
内
部
保
留

資
産
を
四
〇
〇
億
円
積
み
増
す
な
ど
財
政
構

成
は
急
速
に
改
善
し
て
い
る
。
足
元
の
状
況

は
他
の
法
人
と
比
較
し
て
良
好
と
は
言
い
難

い
が
、
財
政
計
画
通
り
に
推
移
す
れ
ば
中
期

的
に
財
務
体
質
の
強
化
を
見
込
め
る
。
も
っ

と
も
収
入
の
大
半
を
占
め
る
学
納
金
収
入
お

よ
び
医
療
収
入
の
伸
び
は
鈍
化
し
て
お
り
、

良
好
な
収
支
を
維
持
す
る
に
は
各
種
経
費
の

抑
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。

大
学
附
属
の
研
究
所
は
、
二
年
連
続
で
文

部
科
学
省
が
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
採
択
す
る
な
ど
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

入
学
志
願
者
は
一
九
九
三
年
度
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の

立
地
の
良
さ
と
入
試
戦
略
の
工
夫
に
よ
り
、

二
〇
〇
五
年
度
入
試
の
減
少
幅
は
競
合
校
に

比
べ
て
小
幅
に
と
ど
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
入
学
定
員
数
を
長

期
的
に
満
た
し
て
い
く
に
は
、
附
属
各
校
と

の
連
携
強
化
や
附
属
施
設
の
活
用
が
課
題
と

な
る
。

【
格
付
け
対
象
】

発
行
者：

学
校
法
人
近
畿
大
学

名
　
称：

発
行
体
格
付
け

格
付
け：

Ａ
Ａ
｜
（
新
規
）

格
付
け
の
方
向
性：

安
定
的

平
成
十
六
年
度
の
卒
業
式
が
三
月
十
九
日
、

東
大
阪
市
の
本
学
記
念
会
館
で
行
わ
れ
、
大

学
本
部
の
五
学
部
と
農
学
部
（
奈
良
市
）、

医
学
部
（
大
阪
狭
山
市
）、
短
期
大
学
部
、

通
信
教
育
部
の
六
、
〇
二
七
人
に
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
た
。
生
物
理
工
学
部
（
山
本
和

夫
学
部
長
、
和
歌
山
県
打
田
町
）
で
は
三
月

十
七
日
（
卒
業
生
四
二
〇
人
）、
工
学
部

（
椿
原
啓
学
部
長
、
広
島
県
東
広
島
市
）
で

は
十
四
日
（
卒
業
生
四
八
三
人
）、
産
業
理

工
学
部
（
小
野
正
行
学
部
長
、
福
岡
県
飯
塚

市
）
で
は
十
五
日
（
卒
業
生
四
一
七
人
）
に
、

九
州
短
期
大
学
（
寺
西
昭
男
学
長
、
福
岡
県

平
成
十
六
年
度
卒
業
式

七
、七
六
七
人
新
校
友
、

力
強
く
巣
立
つ

飯
塚
市
）
で
は
六
日
（
卒
業
生
一
四
七
人
）

に
、
工
業
高
等
専
門
学
校
（
神
野
稔
校
長
、

三
重
県
熊
野
市
）
で
は
五
日
（
卒
業
生
一
三

二
人
）
に
、
看
護
専
門
学
校
（
伊
藤
浩
行
校

長
、
大
阪
狭
山
市
）
で
は
一
日
（
卒
業
生
一

四
一
人
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
た
。

大
学
本
部
の
卒
業
式
は
、
松
浦
祥
子
さ
ん

に
よ
る
君
が
代
独
唱
で
開
式
。
畑
博
行
学
長

か
ら
卒
業
証
書
・
学
位
記
が
各
総
代
に
手
渡

さ
れ
た
後
、
学
長
賞
の
授
与
、
学
部
長
賞
の

総
代
に
は
荒
巻
裕
・
文
芸
学
部
長
か
ら
賞
状

が
贈
ら
れ
た
。

体
育
賞
に
は
昨
年
の
学
生
横
綱
で
大
相

撲
・
北
の
湖
部
屋
か
ら
三
月
場
所
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
体
育
会
相
撲
部
の
吐
合
明
文
さ

ん
（
商
経
学
部
）
ら
が
選
ば
れ
、
着
物
姿
の

吐
合
さ
ん
が
総
代
と
し
て
賞
を
受
け
取
っ
た
。

ま
た
、
聴
覚
障
害
を
乗
り
越
え
、
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
た
西
村
隆
幸

さ
ん
（
商
経
学
部
）
に
特
別
奨
励
賞
が
贈
ら

れ
た
。

畑
学
長
に
よ
る
式
辞
の
後
、
卒
業
生
代
表

の
医
学
部
・
児
玉
彩
さ
ん
が
謝
辞
で
「
か
け

が
え
の
な
い
友
人
た
ち
と
出
会
い
、
多
く
の

こ
と
を
経
験
し
た
。困
難
な
状
況
に
負
け
ず
、

夢
や
希
望
を
か
な
え
、
ま
た
人
に
与
え
ら
れ

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

学
園
関
係
の
卒
業
式
・
修
了
式
は
、
一
月

十
九
日
の
附
属
和
歌
山
高
校（
室
紀
男
校
長
、

和
歌
山
市
）
か
ら
始
ま
り
、
三
月
二
十
四
日

の
和
歌
山
中
学
校
（
同
）
ま
で
、
各
短
大
、

附
属
学
校
、
幼
稚
園
で
行
わ
れ
、
新
た
な
道

へ
進
ん
だ
。
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東
大
阪
市
教
育
委
員
会
と
本
学
は
、
人

的
・
知
的
交
流
を
通
じ
た
連
携
協
力
を
一
層

具
体
化
す
る
た
め
五
月
十
二
日
、
同
市
役
所

内
で
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。
双

方
関
係
者
が
見
守
る
中
、
西
岡
晃
教
育
長
と

畑
博
行
学
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
た
。
本

学
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
の
協
定
は
、
二

年
前
の
大
阪
府
に
続
き
二
件
目
。

連
携
協
力
の
主
な
内
容
は
、
�
本
学
に
よ

る
東
大
阪
市
立
学
校
園
の
園
児
・
児
童
・
生

徒
へ
の
多
様
な
学
び
の
機
会
の
提
供
、
�
学

生
、
院
生
に
対
す
る
教
育
現
場
を
体
験
す
る

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

と
協
定
締
結

人
的
・
知
的
交
流
具
体
化

機
会
の
提
供
、
�
学
生
、
院
生
に
よ
る
教
育

活
動
や
地
域
の
活
動
へ
の
支
援
推
進
、
�
本

学
と
東
大
阪
市
立
学
校
園
そ
れ
ぞ
れ
の
教
職

員
相
互
の
交
流
、
研
修
の
推
進
、
な
ど
。

各
種
事
業
と
し
て
は
、
多
様
な
学
び
の
機

会
と
し
て
公
開
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

大
学
教
員
に
よ
る
出
張
講
義
な
ど
、
双
方
の

教
職
員
の
交
流
、
研
修
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
講

座
や
医
学
関
係
講
座
な
ど
を
計
画
。

ま
た
、
学
生
、
院
生
が
教
育
現
場
を
体
験

す
る
「
ス
ク
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
で

も
合
意
に
達
し
、
市
立
学
校
園
へ
の
派
遣
を

受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
日
、
協
定
調
印
前
に
双
方
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
本
学
か
ら
は
畑
学
長
が
「
本

学
は
今
年
で
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
、
地
域

貢
献
な
ど
大
学
の
役
割
を
あ
ら
た
め
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
広
範
な
レ
ベ

ル
で
の
連
携
が
大
切
で
あ
り
、
今
後
と
も
密

接
な
関
係
を
保
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
披

露
。続

い
て
、
西
岡
教
育
長
は
「
東
大
阪
市
は

本
年
四
月
一
日
か
ら
中
核
市
と
な
っ
た
。
一

層
レ
ベ
ル
の
高
い
市
へ
、
安
全
、
安
心
の
教

育
、
学
力
向
上
へ
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て

き
て
い
る
。
少
子
化
な
ど
の
社
会
の
変
化
の

中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
、
交

流
、
連
携
と
い
う
大
変
あ
り
が
た
い
申
し
出

だ
。
今
後
と
も
地
域
再
生
の
た
め
に
も
様
々

な
形
で
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

容
の
概
略
を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。予

約
や
問
合
せ
は
次
の
係
ま
で
。

東
大
阪
市
小
若
江
三
｜
四
｜
一

近
畿
大
学
法
科
大
学
院
事
務
部

リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
係

電
話
（
〇
六
）
六
七
二
一
｜
二
三
三
二

http://w
w
w
.kindai.ac.jp

毎
年
恒
例
の
近
畿
大
学
主
催
第
二
十
六
回

公
開
講
座
が
今
年
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
リ
ス
ク
社
会
を
生
き
抜
く

た
め
に
〜
安
全
と
豊
か
さ
を
取
り
戻
す
道

〜
」
で
、
六
月
十
九
日
に
大
学
本
部
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
石
田
榮
仁
郎
法
学
部
長
、

高
市
早
苗
経
済
学
部
教
授
に
よ
る
講
義
を
皮

切
り
に
、
北
海
道
や
新
宮
、
九
州
ま
で
全
国

各
地
で
十
一
回
開
講
。
十
月
二
十
二
日
、
二

十
九
日
に
は
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講

す
る
。

こ
の
公
開
講
座
は
、
大
学
の
研
究
成
果
を

広
く
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
講

し
て
お
り
、
最
新
の
研
究
成
果
を
知
る
又
と

な
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

支
部
に
出
前
講
座
も

公
開
講
座
委
員
会
で
は
、
校
友
会
支
部
か

ら
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
開
講
も
検
討
し
て

い
る
。
詳
し
く
は
校
友
会
本
部
事
務
局
を
通

じ
て
ご
相
談
を
。

二
十
六
年
目
の

公
開
講
座
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本
学
法
科
大
学
院
で
は
一
般
市
民
や
中
小

企
業
の
皆
様
の
相
談
を
お
受
け
す
る
「
無
料

法
律
相
談
」
を
九
月
二
十
八
日
か
ら
開
設
し

て
い
る
。
法
曹
を
目
指
す
大
学
院
学
生
の

「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
授
業
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
弁
護
士
と

し
て
も
活
躍
す
る
実
務
家
教
員
と
学
生
が
民

事
関
係
全
般
に
わ
た
り
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。

こ
の
法
律
相
談
は
、
地
域
社
会
へ
の
法
的

サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
、
学
生
の
実
務
基
礎
教

育
の
一
環
で
も
あ
り
、
同
席
す
る
実
務
家
教

員
（
弁
護
士
）
の
指
導
の
も
と
、
学
生
が
主

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で

無
料
法
律
相
談

体
的
に
発
問
を
す
る
な
ど
相
談
に
参
加
す
る

形
で
実
施
。

取
り
扱
う
の
は
、
民
事
全
般
に
わ
た
る
法

律
問
題
で
、
具
体
的
に
は
売
買
、
賃
貸
借
、

借
地
借
家
、
離
婚
、
相
続
、
扶
養
、
交
通
事

故
、
消
費
者
問
題
、
金
融
、
保
険
、
企
業
法

務
、
労
働
関
係
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
相
談

に
対
す
る
回
答
は
口
頭
だ
け
で
行
う
こ
と
に

し
て
お
り
、
刑
事
事
件
や
教
育
上
好
ま
し
く

な
い
相
談
は
受
け
付
け
し
て
い
な
い
。

相
談
日
は
、
来
年
一
月
二
十
五
日
ま
で
の

ほ
ぼ
毎
週
水
曜
日
で
、
夕
方
五
時
か
ら
と
六

時
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
を
予
定
。

相
談
申
込
み
は
、
相
談
希
望
日
前
日
ま
で

の
電
話
に
よ
る
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
、
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
平
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
る
。
予

約
時
に
は
、
学
生
の
準
備
の
た
め
、
相
談
内

握手する西岡晃教育長（左）と畑博行学長（右）


